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○ し ん ご う 保 育 園247

ぼ く と わ た し の 絵

親
子
バ
ス
遠
足
で
海
に
行
き
ま
し

た
。
水
の
中
は
ひ
ん
や
り
つ
め
た
か
っ

た
け
ど
、
砂
で
遊
ん
だ
り
、
お
弁
当
を

食
べ
た
り
し
て
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
行
き
た
い
な！
！

川
代
　
凜
梨
花
さ
ん（
さ
く
ら
組
）

お
涼
み
会
で
よ
さ
こ
い
を
踊
り
ま
し

た
。
最
初
は
難
し
か
っ
た
け
ど
、
た
く

さ
ん
練
習
し
た
の
で
、
元
気
に
踊
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
拍
手
を
い
っ
ぱ
い

も
ら
え
て
嬉
し
か
っ
た
で
す！
！

佐
藤
　
真
理
乃
さ
ん（
さ
く
ら
組
）

り
り
か

か
わ
だ
い

ま
の

り
さ
と
う

笑
顔
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け！

笑
顔
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け！

な
が
つ
き

Se
pt
em
be
r

９
月

長
 月

長
　
峯
　
彩
　
星
ち
ゃ
ん

Ｈ
25
・
７
・
18
生

（
地
区
）
戸
来

（
パ
パ
）
貴
弘

（
マ
マ
）
祥
恵

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

い
つ
も
明
る
く
愛
嬌
た
っ

ぷ
り
で
い
て
ね
。

人
の
動
き

男
　
1,
34
2人
（
±
０
人
）

女
　
1,
44
1人
（
－
１
人
）

計
　
2,
78
3人
（
－
１
人
）

世
帯
数
94
7世
帯（
＋
２
世
帯
）

（
平
成
26
年
７
月
末
現
在
）
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む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
26
年

サ
フ
ァ
イ
ア（
青
石
）

̶
 徳
望
・
誠
実
 ̶

誕
生
石

燃
え
る
ご
み
収
集
日
　
新
郷
村
全
域
　
月
曜
日
・
木
曜
日
（
祭
日
も
収
集
し
ま
す
）

家
庭
ご
み
は
収
集
日
の
朝
に
出
し
て
下
さ
い
。
生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
を

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

村
民
相
談
日
　
毎
週
月
・
木
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
（
場
所
：
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
　
祝
祭
日
の
場
合
は
曜
日
変
更
あ
り
）

２
０
１
４
年
９
月

行
　
　
事
　
　
等

備
　
　
　
考

な
が

み
ね

あ
　
か
　
り

日
曜
新
郷
温
泉
館
休
館
日

１
月
住
民
税
第
２
期
・
固
定
資
産
税
第
２
期
納
期
限

特
定
健
診（
～
５
日
）

３
水
不
用
犬
引
取
日

資
源
ご
み（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

５
金
第
22
回
青
森
県
民
駅
伝
競
争
大
会（
青
森
市
）

７
日
新
郷
温
泉
館
休
館
日

８
月
行
政
相
談

９
火
特
定
健
診（
～
12
日
）

10
水
新
郷
村
敬
老
会

11
木
人
権
相
談

12
金
資
源
ご
み（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）収
集
日

敬
老
の
日

15
月
新
郷
村
フ
ァ
ン
感
謝
デ
ー

14
日

特
定
健
診（
～
19
日
）

17
水
母
と
子
の
栄
養
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室
・
乳
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健
康
相
談
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木
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収
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日
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金
資
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（
ビ
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ペ
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ボ
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等
２
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第
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子
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会
親
子
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き
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新
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特
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～
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収
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２
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セ
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セ
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み
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国
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年
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本
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こ
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広
報
紙
は
地
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地
消
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輸
送
マ
イ
レ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

祭
り
だ
よ
�
村
民
集
合
！

祭
り
祭
り
祭
り
祭
り
祭
り
祭
り
祭
り
だ
よ
だ
よ
だ
よ
だ
よ
だ
よ
だ
よ
だ
よ
だ
よ
だ
よ
��
村村
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集集集
合合合合

祭
り
だ
よ
�
村
民
集
合
！

戸
来
三
嶽
神
社
大
祭

戸
来
三
嶽
神
社
大
祭

戸
来
三
嶽
神
社
大
祭

戸
来
三
嶽
神
社
大
祭

戸
来
三
嶽
神
社
大
祭

戸
来
三
嶽
神
社
大
祭

戸
来
三
嶽
神
社
大
祭

戸
来
三
嶽
神
社
大
祭

戸
来
三
嶽
神
社
大
祭

西越三嶽神社大祭西越三嶽神社大祭

川代夏まつり川代夏まつり川代夏まつり川代夏まつり川代夏まつり川代夏まつり

西越三嶽神社大祭西越三嶽神社大祭西越三嶽神社大祭西越三嶽神社大祭西越三嶽神社大祭
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新
郷
村
は
、
平
成
18
年
５
月
３
日
に
起
き
た
交

通
死
亡
事
故
以
来
、
死
亡
事
故
が
な
く
、
７
月
20

日
で
３
，０
０
０
日（
８
年
20
日
）を
達
成
し
、
７
月

26
日
、
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
主
催
の
パ
レ
ー

ド
と
記
念
式
典
を
開
催
し
、
更
な
る
記
録
更
新
に

向
け
住
民
一
丸
と
な
っ
て
交
通
安
全
に
取
り
組
む

こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
に
は
、
村
内
の
小
中
学
生
や
保
育
園

児
、
村
消
防
団
、
交
通
安
全
協
会
な
ど
の
各
団
体

か
ら
約
２
５
０
人
が
参
加
。
炎
天
下
の
下
、
県
警

音
楽
隊
が
奏
で
る
音
楽
に
合
わ
せ
、
診
療
所
か
ら

美
郷
館
ま
で
を
ゆ
っ
く
り
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
美
郷
館
で
行
わ
れ
た
記
念
式
典
で
は
、
永
年
に

わ
た
り
交
通
安
全
運
動
に
貢
献
さ
れ
た
７
人
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
郷
中
学
校
３

年
の
福
山
慎
吾
君
が
５
項
目
に
わ
た
る
交
通
安
全

宣
言
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
県
警
察
音
楽
隊
の
演

奏
や
し
ん
ご
う
保
育
園
園
児
に
よ
る
お
遊
戯
、
髙

山
て
つ
子
さ
ん
の
民
謡
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場

か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
感
謝
状
受
賞
者
名
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
長
根
　
哲
美
・
田
沢
　
一
雄

　
横
沢
　
　
満
・
長
根
　
一
男

　
竹
村
　
福
松
・
佐
藤
久
美
子

　
川
代
　
妙
子
　

交通死亡事故ゼロ３，０００日達成パレード
＆

記念式典

交通死亡事故ゼロ３，０００日達成パレード
＆

記念式典

県警察音楽隊の演奏とカラーガード隊の演技

　
青
森
県
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
パ
レ
ー
ド

　

保
育
園
児
の
お
遊
戯
や

　
　
　髙
山
て
つ
子
さ
ん
の
民
謡
で
に
ぎ
わ
っ
た
会
場

交
通
事
故
の
な
い
新
郷
村
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う

パレードのため診療所前を出発した小学生

民謡を披露する髙山てつ子さん（左）ら

交通安全宣言をする福山慎吾君
（新郷中３年）　　　　　　　　

「よっちょれ」を披露してくれたしんごう保育園
のみなさん

村交通安全対策協議会会長から感謝状を贈られる受賞者

外国語指導員（ＡＬＴ）の　クリスさん　
　　３年間の任期を終えてアメリカへ帰国
　外国語指導員として、平成23年８月１日から３年間、本村
に勤務した　クリストファー　トーマス　カールセンさん（26歳）
が７月31日で任期を迎え、アメリカに帰国することになり、
クリスさんから、英文で「３年間の思い出と今後の抱負」を
書いていただきました。

Three years ago I graduated from college and wanted to travel to a different country. I decided on 
Japan because I was interested in Japanese culture and it seemed quite different from America. I 
found out about the JET Program which would allow me to live in Japan and teach English. 
However, those accepted in the program do not have the opportunity to choose their location. I can 
say I was very lucky to be placed in Shingo-mura. I like nature and solitude, Shingo is beautiful 
and tranquil. At first I was a little worried because it is a countryside town, but because of the 
kindness of the villagers, I soon felt like I was a part of the community. Everyone was giving me 
presents and inviting me to events, I was so happy. Although I’ve traveled around the world, the 
kindest community I have encountered is the one in Shingo. I quickly came to love my job; the 
teachers, the students, the lessons, everything was great. Before arriving, I did not know what I 
wanted to become in the future, but after my time here, I have discovered my calling; I want to 
become a teacher. I found that nothing makes me happier than making kids smile and nothing 
makes me as proud as seeing a student learn from me. Even though I had only planned on staying 
in Japan for one year, it quickly became three. I wish it could be longer, but I want to continue 
traveling the world while I’m still relatively young. Of course I will be back to see the part of Japan 
I hold so close to my heart. This was a very important phase in my life, I developed tremendously 
during my time here and I hope I leave behind a positive imprint. 

数年前私は大学を卒業し、他国へ旅行したくなりました。私は、アメリカとはかなり違った文化を持つ日本
の文化に興味があり、日本へ来ることを決心しました。そしてＪＥＴプログラムという、日本に住み英語を
教えることができるプログラムを見つけました。しかしながら、このプログラムに選ばれた人は自分が行き
たい場所を選ぶことができないという制限もありました。私は新郷村に配置されて、とても幸運だったと
言えます。私は自然と孤独が好きです。新郷はとても美しく、穏やかでした。私は最初、新郷がとても田舎な
ことに不安を覚えましたが、優しい村民のみなさんのおかげですぐに地域の一部になった感じがしました。
みんながプレゼントをくれたり、イベントに招待してくれたりして、とても嬉しかったです。私は世界中様々
な国を旅行しましたが、私が出会った中で一番優しかった地域は新郷でした。先生や生徒、授業など全てが
素晴らしかったので、私はすぐに仕事が大好きになりました。新郷に来るまでは、私が将来何になりたいか
分かりませんでしたが、ここでの生活の後は教師になりたいという強い願望が生まれました。こどもたちを
笑顔にすることや、生徒たちが私から学んでいる姿を見ることが私を何より嬉しく、また誇らしくさせると
いうことを発見しました。日本に一年いるという予定でさえ、すでに三年という月日が流れました。もっと
長くいたかったのですが、比較的若いうちに世界中を旅行し続けたいと思います。もちろん、私の心のそば
にある日本にも必ず戻ってきます。日本での生活は、私の人生の中でもとても重要な時間であり、私は新郷
でものすごく進歩することができました。そして、私は『明確な跡』を残して行けると思っています。

日本語訳：上智大学　外国語学部英語学科２年　畠山　耕一さん　　　　　
（新郷中学校出身）　　　　　

 See you  again someday.
Christopher

いつかまた会いましょう　クリス！
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makes me as proud as seeing a student learn from me. Even though I had only planned on staying 
in Japan for one year, it quickly became three. I wish it could be longer, but I want to continue 
traveling the world while I’m still relatively young. Of course I will be back to see the part of Japan 
I hold so close to my heart. This was a very important phase in my life, I developed tremendously 
during my time here and I hope I leave behind a positive imprint. 
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たい場所を選ぶことができないという制限もありました。私は新郷村に配置されて、とても幸運だったと
言えます。私は自然と孤独が好きです。新郷はとても美しく、穏やかでした。私は最初、新郷がとても田舎な
ことに不安を覚えましたが、優しい村民のみなさんのおかげですぐに地域の一部になった感じがしました。
みんながプレゼントをくれたり、イベントに招待してくれたりして、とても嬉しかったです。私は世界中様々
な国を旅行しましたが、私が出会った中で一番優しかった地域は新郷でした。先生や生徒、授業など全てが
素晴らしかったので、私はすぐに仕事が大好きになりました。新郷に来るまでは、私が将来何になりたいか
分かりませんでしたが、ここでの生活の後は教師になりたいという強い願望が生まれました。こどもたちを
笑顔にすることや、生徒たちが私から学んでいる姿を見ることが私を何より嬉しく、また誇らしくさせると
いうことを発見しました。日本に一年いるという予定でさえ、すでに三年という月日が流れました。もっと
長くいたかったのですが、比較的若いうちに世界中を旅行し続けたいと思います。もちろん、私の心のそば
にある日本にも必ず戻ってきます。日本での生活は、私の人生の中でもとても重要な時間であり、私は新郷
でものすごく進歩することができました。そして、私は『明確な跡』を残して行けると思っています。

日本語訳：上智大学　外国語学部英語学科２年　畠山　耕一さん　　　　　
（新郷中学校出身）　　　　　

 See you  again someday.
Christopher

いつかまた会いましょう　クリス！
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部

第１部

第２部

第３部

第４部

第５部

母系群

等級
優等

１等

優等

１等

優等

１等

優等

１等

優等

１等

優等

１等

出品者氏名
髙　根　勇　悦
福　山　　　満
沼　沢　高　志
奥　　　幹　夫
遠　藤　郁　子
三　浦　恵美子
畠　山　敏　見
遠　藤　郁　子
髙長根　博　樹
佐　藤　節　雄
横　田　　　稔
長　井　　　進
小笠原　　　強
髙長根　博　樹
三　浦　恵美子
奥　山　　　真
奥　山　　　真
三　浦　恵美子
三　浦　恵美子

地区
新郷村
新郷村
五戸町
五戸町
新郷村
五戸町
新郷村
新郷村
新郷村
新郷村
新郷村
新郷村
新郷村
新郷村
五戸町
新郷村
新郷村
五戸町
五戸町

　「
第
46
回
新
郷
村
成
人
祭
」が
８

月
13
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
対
象
者
28
人
中
17
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　式
典
で
は
、
新
成
人
の
村
下
直

光
さ
ん
が
村
民
憲
章
を
唱
和
。
菊

池
教
育
長
が
成
人
者
一
人
ひ
と
り

を
紹
介
後
、
須
藤
村
長
が「
勇
気

と
情
熱
を
持
っ
て
行
動
し
、
他
人

の
心
の
痛
み
が
わ
か
る
よ
う
に
な

っ
て
ほ
し
い
」と
式
辞
。

　成
人
者
を
代
表
し
、
山
崎
史
江

さ
ん
に
村
か
ら
記
念
品
が
贈
ら

れ
、
畠
山
耕
一
さ
ん
が「
思
い
や

り
と
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
に
社
会

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」と
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　記
念
講
演
で
は
、
八
戸
市
の
㈲

日
本
の
味
寿
司
と
新
・
郷
土
料
理

「
俵
屋
」
の
沢
上
弘
代
表
取
締
役

（
滝
沢
出
身
）が
、
物
事
が
成
功
す

る
条
件
と
し
て「
思
い
立
っ
た
ら

す
ぐ
や
る
。„
そ
の
う
ち“
は
あ
て

に
な
ら
な
い
言
葉
」
な
ど
と
話

し
、
村
の
た
め
、
県
の
た
め
、
社

会
の
た
め
に
共
に
が
ん
ば
り
ま
し

ょ
う
と
新
成
人
に
呼
び
か
け
ま
し

た
。

★
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
「
20
歳
に
な
っ
て
」

第
49
回
五
戸
地
方
畜
産
共
進
会

伊
調
あ
さ
さ
ん（
中
通
り
）

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　８
月
６
日
、
間
木
ノ
平
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
共
進
会
会
場
で
、
第
49

回
五
戸
地
方
畜
産
共
進
会
が
開
催

さ
れ
、
本
村
と
五
戸
町
か
ら
27
頭

の
肉
用
種
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
日
は
雨
が
降
っ
た
り
や
ん

だ
り
で
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た

が
、
出
品
者
の
家
族
ら
も
大
勢
訪

れ
、
審
査
の
様
子
を
熱
心
に
見
つ

め
て
い
ま
し
た
。

　審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
は
、
佐
藤
節
雄
さ
ん

の
肉
用
種「
た
か
み
な
」が
み
ご
と

選
ば
れ
ま
し
た
。

　８
月
７
日
、
伊
調
あ
さ
さ
ん
が

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
須

藤
村
長
か
ら
顕
彰
状
な
ど
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　あ
さ
さ
ん
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

メ
ダ
ル
保
持
者
伊
調
姉
妹
の
父
方

の
祖
母
。
嫁
の
マ
キ
さ
ん
に
よ
る

と
、
あ
さ
さ
ん
は
若
い
頃
か
ら
き

れ
い
好
き
で
、
ゴ
ミ
一
つ
な
い
よ

う
に
掃
除
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
背
も
高
く
体
も
丈
夫
で
、

孫
の
千
春
さ
ん
た
ち
は
そ
の
遺
伝

子
を
引
き
継
い
で
い
る
の
で
は
な

い
か
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　新
郷
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

（
須
藤
良
美
会
長
）と
新
郷
村
交
通

安
全
母
の
会
連
合
会（
佐
藤
真
紀

子
会
長
）は
７
月
30
日
、
村
診
療

所
前
で
恒
例
の
交
通
安
全
プ
レ
ゼ

ン
ト
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

　村
診
療
所
前
で
行
わ
れ
た
こ
の

作
戦
に
は
、
交
通
指
導
隊
員
や
五

戸
警
察
署
、
交
通
安
全
協
会
役
員

ら
20
名
が
参
加
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に

交
通
安
全
の
啓
蒙
チ
ラ
シ
や
お
茶

な
ど
を
配
布
し
、
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

◎肉用種（黒毛和種）

安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
　
　街頭
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦
実
施

第49回五戸地方畜産共進会受賞者名簿

交通安全のチラシを配布し、安全運転を呼びかける参加者

グランドチャンピオンに輝いた佐藤節雄さんの牛
（手綱を持っているのは息子の貴さん）

両親に連れられ、初めて畜産共進会
を見た小笠原花音さん（新郷中２年）

須藤村長から顕彰状を贈られる伊調あささん（中央）と嫁のマキさん（左）

厳しい審査が行われた畜産共進会

佐
藤
節
雄
さ
ん（
舘
神
）の
牛
が

　
　
　
　
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
！

　私
は
牛
が
好
き
で
す
。
た
ぶ

ん
、
小
さ
い
時
か
ら
ず
っ
と
一

緒
に
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す

が
、
か
わ
い
い
し
、
さ
わ
っ
て

い
る
と
落
ち
着
き
ま
す
。
ふ
だ

ん
も
牛
の
エ
サ
や
り
と
か
ウ
ン

コ
を
と
っ
て
家
の
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

　牛
の
世
話
で
ど
こ
に
も
遊
び

に
行
け
な
い
か
ら
、
家
業
を
継

ぐ
気
に
は
今
の
と
こ
ろ
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。

第
46
回 

新
郷
村
成
人
祭

恩師や級友と旧交をあたため記念撮影（山村開発センターにて）

サバのＴシャツを着て、熱心に講演する沢上　弘氏 須藤村長から記念品を贈られる山崎史江さん（左） 上京して新郷村の良さに気づいたと述べる畠山耕一さん

中鶴間啓祐さん 福田美寿紀さん

沢
上

　
弘
氏（
滝
沢
出
身
）が

記
念
講
演

　ま
だ
ま
だ
未
熟
な
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

責
任
が
で
て
く
る
と
思
う
の

で
、
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

　20
歳
に
な
っ
た
実
感
は
ま

だ
な
い
で
す
が
、
少
し
ず
つ

20
歳
に
な
っ
た
自
覚
を
持
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
46
回 

新
郷
村
成
人
祭

―
 

28
人
が
新
成
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
だ
す ―

５　広報しんごう　H26・８
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成
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
だ
す ―

５　広報しんごう　H26・８
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こ

　前
外
国
語
指
導
員
の
ク
リ
ス

さ
ん
に
替
わ
り
、
タ
イ
ラ
ー

（Tyler Jam
es Garcia

）さ
ん

が
８
月
７
日
、
須
藤
村
長
の
元

を
訪
れ
、
着
任
の
あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
た
。

　タ
イ
ラ
ー
さ
ん
は
、
ア
メ
リ

カ
の
ア
イ
ダ
ホ
州
ポ
カ
テ
ロ
市

出
身
で
27
歳
。
空
港
に
迎
え
に

行
っ
た
本
村
職
員
に
、「
イ
グ

ベ
エ（
行
き
ま
し
ょ
う
）」
と
南

部
弁
で
話
し
、
職
員
を
驚
か
せ

た
そ
う
で
す
。
今
後
の
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。

　７
月
10
日
、
青
森
市
で
県
下

町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、都
議
会
か
ら
６
名
の
議

員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　講
師
は
、
東
京
大
学
名
誉
教

授
の
大
森
彌
氏
で
、「
道
州
制

に
つ
い
て
」と
題
し
て
講
演
。

大
森
氏
は
著
書
も
多
数
あ
り
、

全
国
町
村
会
が
毎
週
月
曜
日
発

行
し
て
い
る「
町
村
週
報
」に
も

た
び
た
び
執
筆
を
し
て
お
ら

れ
、
今
回
は
道
州
制
度
の
現
在

の
状
況
や
問
題
点
な
ど
に
つ
い

て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　７
月
19
日
、
北
海
道
南
富
良
野

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た「
東
北
・
北
海
道
地
区
水
源

林
造
林
協
議
会
創
立
50
周
年
記
念

式
典
」に
お
い
て
、
本
村
が「（
独
）

森
林
総
合
研
究
所

　森
林
農
地
整

備
セ
ン
タ
ー
所
長
賞
」を
受
賞
し
、

須
藤
村
長
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　７
月
17
日
、
須
藤
村
長
を
は
じ

め
、
北
紀
一
県
議
会
議
員
、
中
平

秀
夫
新
郷
村
議
会
副
議
長
、
滝
沢

仁
産
業
建
設
常
任
委
員
会
副
委
員

長
に
横
田
産
業
建
設
課
長
、
遠
藤

建
設
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
５
人

が
青
森
県
庁
を
訪
問
し
、
青
山
・

佐
々
木
両
副
知
事
及
び
奈
良
県
土

整
備
部
長
に
、
県
道
の
整
備
促
進

に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

　ま
ず
、
須
藤
村
長
が
国
道
・
県

道
整
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
の
御
礼
を
述
べ

た
後
、
村
内
５
路
線
が
急
カ
ー
ブ・

急
勾
配
・
道
幅
が
狭
い
う
え
に
、

生
活
道
路
・
通
学
路
と
し
て
は
大

変
危
険
箇
所
が
多
い
た
め
、
早
急

に
県
道
の
整
備
促
進
を
お
願
い
し

た
い
と
要
望
し
ま
し
た
。
ま
た
、

村
道
温
泉
線
の
代
行
事
業
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
事
業
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

　特
に
、
県
道
栃
棚
〜
手
倉
橋
線

の
間
明
田
・
釜
坂
集
落
付
近
の
区

間
工
事
が
平
成
26
年
度
を
も
っ
て

終
了
す
る
が
、
引
き
続
き
第
２
工

区
と
し
て
事
業
を
進
め
て
ほ
し

い
、
更
に
は
残
さ
れ
た
未
整
備
区

間
は
民
家
が
密
集
し
て
い
る
こ
と

か
ら
拡
幅
工
事
は
難
題
で
あ
る
た

め
、
村
道
や
農
地
を
活
用
し
た
バ

イ
パ
ス
整
備
を
検
討
し
進
め
て
頂

き
た
い
と
い
う
要
望
を
伝
え
ま
し

た
。　次

に
、
村
道
温
泉
線
に
つ
い
て

は
、
野
沢
温
泉
と
国
道
４
５
４
号

を
結
ぶ
観
光
・
産
業
道
路
と
し
て

重
要
な
路
線
で
あ
り
、
急
カ
ー

ブ
・
急
勾
配
で
工
事
に
多
額
の
経

費
も
か
か
る
こ
と
か
ら
、
村
単
独

で
で
き
る
事
業
で
は
な
い
ゆ
え
、

ぜ
ひ
新
郷
村
の
防
災
道
路
と
し

て
、
県
代
行
事
業
で
も
っ
て
残
り

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
整
備
を
お
願

い
し
た
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

　続
い
て
、
県
道
石
無
坂
〜
鹿
田

線
の
鹿
田
集
落
内
の
拡
幅
工
事
に

つ
い
て
は
、
村
内
北
側
住
民
の
唯

一
の
生
活
道
路
で
あ
り
、
か
つ
通
学

道
路
で
あ
る
が
、
鹿
田
集
落
内
約

２
０
０
メ
ー
ト
ル
は
自
動
車
の
す

れ
違
い
が
困
難
な
区
間
で
あ
り
、

特
に
冬
期
間
は
自
動
車
事
故
や
建

物
の
破
損
事
故
が
多
く
、
道
路
の

拡
幅
は
地
域
住
民
の
強
い
願
い
で

も
あ
る
た
め
、
ぜ
ひ
進
め
て
頂
き

た
い
と
切
に
要
望
し
ま
し
た
。

　北
紀
一
県
議
会
議
員
か
ら
も
、

「
県
の
財
政
は
大
変
厳
し
い
状
況

の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
新

郷
村
の
道
路
事
情
を
調
査
の
上
、

早
急
に
要
望
に
こ
た
え
て
い
た
だ

き
た
い
」と
県
側
に
要
望
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　青
山
・
佐
々
木
両
副
知
事
・
奈

良
県
土
整
備
部
長
か
ら
は
、「
新

郷
村
の
道
路
事
情
も
充
分
承
知
し

て
い
る
。
県
と
し
て
も
で
き
る
限

り
要
望
に
こ
た
え
て
い
く
よ
う
検

討
し
進
め
て
い
る
」と
力
強
い
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

須
藤
村
長
、
北
紀
一
県
議
会
議
員
、

中
平
秀
夫
新
郷
村
議
会
副
議
長
ら
６
人

県
道
の
整
備
促
進
等
を

県
に
要
望

（
独
）森
林
総
合
研
究
所

森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
所
長
賞
受
賞

　８
月
８
日
、
新
郷
村
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
利
用
推
進
協
議
会
主
催
の

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
推
進
セ
ミ

ナ
ー
」が
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
村
内
の
各
事
業
所
な
ど

か
ら
約
70
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　講
師
は
、
㈱
森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
所
の
菅
野
明
芳
氏
で
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
基
礎
知
識
か
ら
民

間
で
の
導
入
事
例
を
具
体
的
に
説

明
。
参
加
者
か
ら
は
、「
一
般
の

方
が
山
か
ら
木
を
切
り
、
ど
う
い

う
方
法
で
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込

む
の
か
」な
ど
と
い
っ
た
質
問
が

だ
さ
れ
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

へ
の
関
心
の
深
さ
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

基
礎
か
ら
学
ん
だ「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」

「
県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会
」
青
森
市
で
開
催
さ
れ
る

新
外
国
語
指
導
員

　
タ
イ
ラ
ー
さ
ん
が
着
任
！

　８
月
12
日
、
美
郷
館
で「
新

郷
村
戦
没
者
追
悼
式
」が
開
催

さ
れ
、
遺
族
ら
約
60
人
が
先
の

大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
か
た
が

た
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　式
典
で
は
、
参
列
者
全
員
で

黙
と
う
を
捧
げ
、
村
遺
族
会
会

長
の
崩
光
雄
さ
ん
が
追
悼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、

参
列
者
が
白
菊
を
献
花
後
、

金
ヶ
沢
コ
ー
ラ
ス
が
追
悼
合
唱

を
披
露
し
ま
し
た
。

　７
月
23
・
24
・
25
・
28
日
の

４
日
間
に
わ
た
り
村
内
４
箇
所

で
、
世
代
間
交
流
会「
み
ん
な

来
サ
ロ
ン
」が
開
催
さ
れ
、
地

区
の
住
民
や
児
童
ク
ラ
ブ
の
子

ど
も
た
ち
が
一
緒
に
、「
せ
ん

べ
い
汁
」
と
「
白
玉
ぜ
ん
ざ
い
」

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
ど
ん

ど
ん
つ
な
が
っ
て
い
く「
貨
物

列
車
ゲ
ー
ム
」な
ど
も
し
、
世

代
を
越
え
た
交
流
で
楽
し
い
１

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

恒
久
平
和
を
願
い…

　

新
郷
村
戦
没
者
追
悼
式

世
代
間
交
流
は
バ
ッ
チ
リ
！

　
　
　
　
　

せ
ん
べ
い
汁
な
ど
を
一
緒
に
調
理

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

学
校
園
朝
の
あ
い
さ
つ

夏
至
来
た
る

工

　藤

　陽

　一

雲
の
峰
超
え
た
ら
着
く
か

亡
母
の
膝

小

　坂

　良

　子

老
鶯
の
声
高
々
と
ひ
び
き
お
り

鹿

　島

　と

　わ

待
ち
わ
び
し
と
う
も
ろ
こ
し
の

甘
さ
か
な

戸

　来

　れ
い
子

仏
前
に
片
手
で
詫
び
て

花
菖
蒲

長

　峯

　ユ

　リ

雨
雲
や
麦
刈
り
い
そ
げ

に
わ
か
雨

髙

　根

　リ

　サ

雲
の
峰
子
牛
乗
せ
ら
れ
会
場
へ

佐

　藤

　直

　子

新
じ
ゃ
が
や
昨
日
コ
ロ
ッ
ケ

今
日
サ
ラ
ダ
鹿

　島

　惠
美
子

万
緑
の
深
さ
に
暮
ら
す
広
き
村

村

　上

　て

　る

佐々木副知事に県道の整備促進を要望
する須藤村長ら

県に拡幅工事の早期着工を要望した
石無坂～鹿田線　　　　　　　　

須藤村長（左）と握手する新外国語指導員のタイラーさん
青森市で開催された県下町村議会議員研修会で
あいさつをする杣谷県町村議会議長会会長　　

白菊を献花する参列者子どもたちに白玉だんごの作り方のお手本を見せる住民

感謝状を手にする須藤村長（左）と横田産業建設課長木質バイオマス利用推進セミナーで講演する菅野明芳氏
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て
、
県
道
石
無
坂
〜
鹿
田

線
の
鹿
田
集
落
内
の
拡
幅
工
事
に

つ
い
て
は
、
村
内
北
側
住
民
の
唯

一
の
生
活
道
路
で
あ
り
、
か
つ
通
学

道
路
で
あ
る
が
、
鹿
田
集
落
内
約

２
０
０
メ
ー
ト
ル
は
自
動
車
の
す

れ
違
い
が
困
難
な
区
間
で
あ
り
、

特
に
冬
期
間
は
自
動
車
事
故
や
建

物
の
破
損
事
故
が
多
く
、
道
路
の

拡
幅
は
地
域
住
民
の
強
い
願
い
で

も
あ
る
た
め
、
ぜ
ひ
進
め
て
頂
き

た
い
と
切
に
要
望
し
ま
し
た
。

　北
紀
一
県
議
会
議
員
か
ら
も
、

「
県
の
財
政
は
大
変
厳
し
い
状
況

の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
新

郷
村
の
道
路
事
情
を
調
査
の
上
、

早
急
に
要
望
に
こ
た
え
て
い
た
だ

き
た
い
」と
県
側
に
要
望
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　青
山
・
佐
々
木
両
副
知
事
・
奈

良
県
土
整
備
部
長
か
ら
は
、「
新

郷
村
の
道
路
事
情
も
充
分
承
知
し

て
い
る
。
県
と
し
て
も
で
き
る
限

り
要
望
に
こ
た
え
て
い
く
よ
う
検

討
し
進
め
て
い
る
」と
力
強
い
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

須
藤
村
長
、
北
紀
一
県
議
会
議
員
、

中
平
秀
夫
新
郷
村
議
会
副
議
長
ら
６
人

県
道
の
整
備
促
進
等
を

県
に
要
望

（
独
）森
林
総
合
研
究
所

森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
所
長
賞
受
賞

　８
月
８
日
、
新
郷
村
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
利
用
推
進
協
議
会
主
催
の

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
推
進
セ
ミ

ナ
ー
」が
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
村
内
の
各
事
業
所
な
ど

か
ら
約
70
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　講
師
は
、
㈱
森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
所
の
菅
野
明
芳
氏
で
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
基
礎
知
識
か
ら
民

間
で
の
導
入
事
例
を
具
体
的
に
説

明
。
参
加
者
か
ら
は
、「
一
般
の

方
が
山
か
ら
木
を
切
り
、
ど
う
い

う
方
法
で
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込

む
の
か
」な
ど
と
い
っ
た
質
問
が

だ
さ
れ
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

へ
の
関
心
の
深
さ
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

基
礎
か
ら
学
ん
だ「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」

「
県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会
」
青
森
市
で
開
催
さ
れ
る

新
外
国
語
指
導
員

　
タ
イ
ラ
ー
さ
ん
が
着
任
！

　８
月
12
日
、
美
郷
館
で「
新

郷
村
戦
没
者
追
悼
式
」が
開
催

さ
れ
、
遺
族
ら
約
60
人
が
先
の

大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
か
た
が

た
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　式
典
で
は
、
参
列
者
全
員
で

黙
と
う
を
捧
げ
、
村
遺
族
会
会

長
の
崩
光
雄
さ
ん
が
追
悼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、

参
列
者
が
白
菊
を
献
花
後
、

金
ヶ
沢
コ
ー
ラ
ス
が
追
悼
合
唱

を
披
露
し
ま
し
た
。

　７
月
23
・
24
・
25
・
28
日
の

４
日
間
に
わ
た
り
村
内
４
箇
所

で
、
世
代
間
交
流
会「
み
ん
な

来
サ
ロ
ン
」が
開
催
さ
れ
、
地

区
の
住
民
や
児
童
ク
ラ
ブ
の
子

ど
も
た
ち
が
一
緒
に
、「
せ
ん

べ
い
汁
」
と
「
白
玉
ぜ
ん
ざ
い
」

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
ど
ん

ど
ん
つ
な
が
っ
て
い
く「
貨
物

列
車
ゲ
ー
ム
」な
ど
も
し
、
世

代
を
越
え
た
交
流
で
楽
し
い
１

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

恒
久
平
和
を
願
い…

　

新
郷
村
戦
没
者
追
悼
式

世
代
間
交
流
は
バ
ッ
チ
リ
！

　
　
　
　
　

せ
ん
べ
い
汁
な
ど
を
一
緒
に
調
理

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

学
校
園
朝
の
あ
い
さ
つ

夏
至
来
た
る

工

　藤

　陽

　一

雲
の
峰
超
え
た
ら
着
く
か

亡
母
の
膝

小

　坂

　良

　子

老
鶯
の
声
高
々
と
ひ
び
き
お
り

鹿

　島

　と

　わ

待
ち
わ
び
し
と
う
も
ろ
こ
し
の

甘
さ
か
な

戸

　来

　れ
い
子

仏
前
に
片
手
で
詫
び
て

花
菖
蒲

長

　峯

　ユ

　リ

雨
雲
や
麦
刈
り
い
そ
げ

に
わ
か
雨

髙

　根

　リ

　サ

雲
の
峰
子
牛
乗
せ
ら
れ
会
場
へ

佐

　藤

　直

　子

新
じ
ゃ
が
や
昨
日
コ
ロ
ッ
ケ

今
日
サ
ラ
ダ
鹿

　島

　惠
美
子

万
緑
の
深
さ
に
暮
ら
す
広
き
村

村

　上

　て

　る

佐々木副知事に県道の整備促進を要望
する須藤村長ら

県に拡幅工事の早期着工を要望した
石無坂～鹿田線　　　　　　　　

須藤村長（左）と握手する新外国語指導員のタイラーさん
青森市で開催された県下町村議会議員研修会で
あいさつをする杣谷県町村議会議長会会長　　

白菊を献花する参列者子どもたちに白玉だんごの作り方のお手本を見せる住民

感謝状を手にする須藤村長（左）と横田産業建設課長木質バイオマス利用推進セミナーで講演する菅野明芳氏



８９　広報しんごう　H26・８

個人事業税について
◇科名、定員及び期間
機械システム工学科　　25名　２年間
（NC工作機械・アルゴン溶接・CAD等）
自動車システム工学科　30名　２年間
（２級自動車整備士の養成）
設備システム工学科　　20名　２年間
（空調・給排水衛生・電気設備等の設計・施工・管理）
制御システム工学科　　25名　２年間
（制御対象装置の設計・製作・プログラミング・保守）
◇応募資格　志望科に対する興味と就職に対する強い

目的意識を有する高等学校卒業者 　
（平成27年３月卒業見込みの者を含む）

◇願書受付期間　平成26年10月６日（月）～11月27日（木）
◇試 験 日　平成26年12月４日（木）
◇合格発表　平成26年12月11日（木）
問い合わせ先　訓練第一課 学生係 ℡ 0178－28－6811

八戸工科学院学生募集
　個人事業税は、物品販売業、請負業、不動産貸付
業、医業、理容業などの事業を営む個人の方に、
前年中の所得をもとに課税される県の税金です。
　８月上旬に送付される納税通知書により、原則と
して８月と11月の二期に分けて納めていただきます。
　今年度の第一期分の納期限は９月１日です。期限
までにお近くのコンビニエンスストアや金融機関
などで納めてください。

※詳しくは、県庁ホームページの検索キーワードに
「個人事業税」を入力してください。
三八地域県民局県税部課税第一課
（代表℡ 0178－27－5111、内線208）

八戸　はっちで開催

　編
集
を
終
え
て

　
我
が
家
の
猫
が
家
に
来
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
１
年
が
経
っ

た
。
今
で
は
わ
が
者
顔
で
家
中
を
探
検
し
て
い
る
。
う
ち
の
ネ

コ
は
一
生
室
内
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
が
幸
せ
な
の

か
ど
う
か
と
家
人
と
考
え
た
結
果
、
寿
命
は
短
く
と
も
外
で
仲

間
の
ネ
コ
と
遊
ん
だ
り
、
ケ
ン
カ
し
た
り
し
て
自
由
気
ま
ま
に

過
ご
す
ネ
コ
の
方
が
断
然
幸
せ
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
今
朝
、
う
ち
の
ネ
コ
は
ま
た
ネ

ズ
ミ
を
つ
か
ま
え
た
。
都
会
の
マ

ン
シ
ョ
ン
暮
ら
し
な
ら
、
こ
ん
な

狩
り
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
、
築

１
０
０
年（
土
台
が
）と
思
わ
れ

る
家
を
見
つ
め
て
い
る
。  

（
Ｅ
）

青森県生活困窮者就労準備支援モデル事業『ぷれわーく三戸』
　ぷれわーく三戸は、経済的に不安を抱えた方々の、
就労に向けたサポートをいたします。利用者の方々
一人ひとりの状況に合わせた様々なプログラムをご
用意し、「働く力」を身につけます。地域の中で生き
生きと暮らすための一歩を、共に踏み出しましょう。
就労後も、継続的なサポートを行っていきます。
まずは、お気軽にご相談ください。
開所日・時間　月曜～金曜（土・日・祝祭日・年末年始は休み）
　　　　　　　午前10時～午後６時（相談受付は５時30分まで）
場　所　八戸市一番町１丁目２－28　黒澤酒店２F　A号室
　　　　（八戸駅東口の駅前ローソンから４件目、タイムズカーレンタル隣）
対　象　以下３つの条件を満たす方
　　　　①三戸郡・おいらせ町にお住まいの方
　　　　②15～65歳の方
　　　　③就労に困難を抱えている等の理由で、経済的な不安をお持ちの方
利用料　無料
サポート内容　パソコン活用セミナー、自分を知ろうセミナー、
　　　　　　　職場体験、就職支援セミナー　など
〈お問い合わせ先〉　ぷれわーく三戸
　　　　　℡ 0178－51－8755　℻ 0178－51－8756
　　　　　MAIL  prework-sannohe@roukyou.gr.jp

お知らせ

～相談・支援は無料です。秘密は守ります～
月曜日～金曜日　９：00～17：00　※土日、祝日、年末年始を除く

女性弁護士による

　心停止になった人を救うには、次の４つの要素「救命の連鎖」
が効率良く機能することが重要です。

●心停止の予防
・子どもでは怪我、溺水、窒息、成人では生活習慣病のリスク低下等で予防が可能。
●心停止の早期認識と通報
・反応のない人をみたら心停止を疑い、１１９番通報をする。
●一次救命処置（心肺蘇生とＡＥＤ）
・止まった心臓と呼吸を補助し、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を使用する。
●二次救命処置と心拍再開後の集中治療
・医師や救急救命士による高度な救命処置と心拍再開後の専門的治療。

　心肺蘇生法やＡＥＤの取り扱い方を学んでみませんか。お気
軽にお問い合わせください。

☆消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所まで（℡ ７８－２１１９）

１．採用職種、採用予定人員及び勤務地
　　上級行政　　　　　　　若干名
　　中級土木　　　　　　　１名程度　
　看護師　　　　　　　　１名程度
　介護支援専門員　　　　１名程度
・勤務地　　　　　新郷村役場・新郷診療所
・採用予定年月日　平成27年４月１日

２．受験資格
◆上級行政
昭和60年４月２日以降に生まれた者で、大学を卒業した
者、又は平成27年３月31日までに大学卒業見込みの者。
◆中級土木
昭和60年４月２日以降に生まれた者で、短期大学、
高等専門学校、大学の土木系学部、学科を卒業した
者又は平成27年３月31日までに卒業見込みの者。
◆看護師
昭和49年４月２日以降に生まれ、現に資格を有し、
５年以上の実務経験がある者。

◆介護支援専門員
①現に資格を有する者で、平成26年４月１日現在有効
な介護支援専門員証を有する者（平成27年３月まで
に介護支援専門員証を更新予定の者を含む）
②昭和55年４月２日以降に生まれた者で、短期大学
卒業程度以上の学力を有する者。

３．試験日及び試験会場
　⑴第１次試験　試 験 日：平成26年10月19日（日）

　　　　　　試験会場：新郷村役場

青森県生活困窮者自立相談支援モデル事業〈三戸地方自立相談支援窓口〉

あなたの悩みを、解決します
誰も、相談し頼れる人がいない…。この先どうしていいか分からない…。不安だ…。など。あなたの困り事、
悩み事はどんなことですか。ひとりで悩んでいないですぐ、ご連絡を。相談は、電話、来所、訪問もいたします。
　  例えば…、このようなお悩みはありませんか？
・経済問題（収入がなく生活に困っている。親の年金で生活しているが、将来が不安だ。）
・就労（失業して仕事を探している。障がいがあるために仕事が続けられない。）
・対人関係（離婚や扶養など、家庭や職場など日常生活での悩み、引きこもり）
・病気（医療費、退院後の生活や就労など）

　⑵第２次試験
第１次試験合格者に追って通知します。

４．試験方法
　⑴第１次試験：教養試験、専門試験

①看護師については教養試験を実施し、専門試験
は実施せず、適性検査を実施する。
②介護支援専門員は教養試験のみ実施する。

　⑵第２次試験：作文試験・面接
５．受験手続
　受験申込書（用紙は役場総務グループで直接受
け取るか、村ホームページからダウンロードでき
ます）を総務課に提出してください。
　実施要綱も村ホームページでご覧になれますの
で、提出書類の確認をお願いします。
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｖｉｌｌ．ｓｈｉｎｇｏ．ａｏｍｏｒｉ．ｊｐ　新着情報
６．受験申込書等受付期間
　平成26年９月１日（月）～平成26年９月16日（火）
　受付時間は午前８時30分～午後５時まで
　（土曜日、日曜日、祝日を除く）
郵送による提出の場合は、９月16日（火）必着有効
とします。

※受験申込書等請求・提出・問い合わせ先
　〒039－1801　新郷村大字戸来字風呂前10
　新郷村役場　総務課　総務グループ
　℡　０１７８－７８－２１１１（内線155）まで

新郷村職員を募集します

しょうぼう情報
◆◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆◆

９月９日は「救急の日」

※参加費　無料
※託　児　無料　要申込み
　　　　　（それぞれ先着６名）
　　　　　１歳から就学前まで
申し込み・問い合わせ先　９月５日（金）まで
①と託児は、青森県男女共同参画センター　相談室へ
　（水曜日を除く９時～16時まで）
　TEL 017－732－1022　FAX 017－732－1073
②は、法テラス青森へ　TEL 050－3383－5552

女性弁護士による

①離婚をめぐる法律講座
９月16日（火）10時～12時
会場　八戸ポータブルミュージ
　　　アムはっち　シアター１
講師　法テラス青森　弁護士
対象　女性のみ（先着20名）

②無料法律相談
９月16日（火）
13時～15時

会場　
八戸ポータブルミュ
ージアムはっち
講師　法テラス青森
　　　弁護士
対象　女性のみ
　　　（先着12名）
法テラス青森が定める
「資力基準」以下の方

三戸地方自立相談支援窓口
☎０１７９－３４－２６５８

と　　き　平成26年10月23日（木）午後１時～午後３時　※受付は午後０時30分からとなります。
と こ ろ　八戸プラザホテル　アーバンホール「芙蓉の間」　八戸市柏崎１－６－６　℡ 0178－44－3121
申込方法　事前に管轄のハローワークへお申し込みください。
　　　　　申込期間：事業所の方…９月５日（金）まで　
　　　　　　　　　　求職者の方…９月25日（木）～10月８日（水）まで
※ハローワークで障害者求職登録の対象となる方は次のいずれかに該当する方です。
①身体障害者手帳、愛護手帳、精神障害者保健福祉手帳のいずれかをお持ちの方
②統合失調症、てんかん、そううつ病を罹患されている方
③高次脳機能障害、発達障害をお持ちの方
④難治性疾患克服研究事業対象疾患（特定疾患）を罹患されている方
ハローワーク八戸　　〒031－0071　八戸市沼館４－７－120 　 ℡ 0178－22－8609
ハローワーク十和田　〒034－0082　十和田市西二番町14－12　℡ 0176－23－5361

平成26年度 障害者面接交流会
障害者の面接・採用に向けた　企業・参加者・支援機関との面接＋交流会です！
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個人事業税について
◇科名、定員及び期間
機械システム工学科　　25名　２年間
（NC工作機械・アルゴン溶接・CAD等）
自動車システム工学科　30名　２年間
（２級自動車整備士の養成）
設備システム工学科　　20名　２年間
（空調・給排水衛生・電気設備等の設計・施工・管理）
制御システム工学科　　25名　２年間
（制御対象装置の設計・製作・プログラミング・保守）
◇応募資格　志望科に対する興味と就職に対する強い

目的意識を有する高等学校卒業者 　
（平成27年３月卒業見込みの者を含む）

◇願書受付期間　平成26年10月６日（月）～11月27日（木）
◇試 験 日　平成26年12月４日（木）
◇合格発表　平成26年12月11日（木）
問い合わせ先　訓練第一課 学生係 ℡ 0178－28－6811

八戸工科学院学生募集
　個人事業税は、物品販売業、請負業、不動産貸付
業、医業、理容業などの事業を営む個人の方に、
前年中の所得をもとに課税される県の税金です。
　８月上旬に送付される納税通知書により、原則と
して８月と11月の二期に分けて納めていただきます。
　今年度の第一期分の納期限は９月１日です。期限
までにお近くのコンビニエンスストアや金融機関
などで納めてください。

※詳しくは、県庁ホームページの検索キーワードに
「個人事業税」を入力してください。
三八地域県民局県税部課税第一課
（代表℡ 0178－27－5111、内線208）
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青森県生活困窮者就労準備支援モデル事業『ぷれわーく三戸』
　ぷれわーく三戸は、経済的に不安を抱えた方々の、
就労に向けたサポートをいたします。利用者の方々
一人ひとりの状況に合わせた様々なプログラムをご
用意し、「働く力」を身につけます。地域の中で生き
生きと暮らすための一歩を、共に踏み出しましょう。
就労後も、継続的なサポートを行っていきます。
まずは、お気軽にご相談ください。
開所日・時間　月曜～金曜（土・日・祝祭日・年末年始は休み）
　　　　　　　午前10時～午後６時（相談受付は５時30分まで）
場　所　八戸市一番町１丁目２－28　黒澤酒店２F　A号室
　　　　（八戸駅東口の駅前ローソンから４件目、タイムズカーレンタル隣）
対　象　以下３つの条件を満たす方
　　　　①三戸郡・おいらせ町にお住まいの方
　　　　②15～65歳の方
　　　　③就労に困難を抱えている等の理由で、経済的な不安をお持ちの方
利用料　無料
サポート内容　パソコン活用セミナー、自分を知ろうセミナー、
　　　　　　　職場体験、就職支援セミナー　など
〈お問い合わせ先〉　ぷれわーく三戸
　　　　　℡ 0178－51－8755　℻ 0178－51－8756
　　　　　MAIL  prework-sannohe@roukyou.gr.jp

お知らせ

～相談・支援は無料です。秘密は守ります～
月曜日～金曜日　９：00～17：00　※土日、祝日、年末年始を除く

女性弁護士による

　心停止になった人を救うには、次の４つの要素「救命の連鎖」
が効率良く機能することが重要です。

●心停止の予防
・子どもでは怪我、溺水、窒息、成人では生活習慣病のリスク低下等で予防が可能。
●心停止の早期認識と通報
・反応のない人をみたら心停止を疑い、１１９番通報をする。
●一次救命処置（心肺蘇生とＡＥＤ）
・止まった心臓と呼吸を補助し、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を使用する。
●二次救命処置と心拍再開後の集中治療
・医師や救急救命士による高度な救命処置と心拍再開後の専門的治療。

　心肺蘇生法やＡＥＤの取り扱い方を学んでみませんか。お気
軽にお問い合わせください。

☆消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所まで（℡ ７８－２１１９）

１．採用職種、採用予定人員及び勤務地
　　上級行政　　　　　　　若干名
　　中級土木　　　　　　　１名程度　
　看護師又は准看護師　　１名程度
　介護支援専門員　　　　１名程度
・勤務地　　　　　新郷村役場・新郷診療所
・採用予定年月日　平成27年４月１日
２．受験資格
◆上級行政
昭和60年４月２日以降に生まれた者で、大学を卒業した
者、又は平成27年３月31日までに大学卒業見込みの者。
◆中級土木
昭和60年４月２日以降に生まれた者で、短期大学、
高等専門学校、大学の土木系学部、学科を卒業した
者又は平成27年３月31日までに卒業見込みの者。
◆看護師または准看護師
昭和50年４月２日以降に生まれ、現に資格を有し、
５年以上の実務経験がある者。
◆介護支援専門員
①現に資格を有する者で、平成26年４月１日現在有効
な介護支援専門員証を有する者（平成27年３月まで
に介護支援専門員証を更新予定の者を含む）※資格
取得見込みの者は対象とはなりません。
②昭和55年４月２日以降に生まれた者で、高等学
校卒業程度以上の学力を有する者。

３．試験日及び試験会場
　⑴第１次試験　試 験 日：平成26年10月19日（日）

　　　　　　試験会場：新郷村役場

青森県生活困窮者自立相談支援モデル事業〈三戸地方自立相談支援窓口〉

あなたの悩みを、解決します
誰も、相談し頼れる人がいない…。この先どうしていいか分からない…。不安だ…。など。あなたの困り事、
悩み事はどんなことですか。ひとりで悩んでいないですぐ、ご連絡を。相談は、電話、来所、訪問もいたします。
　  例えば…、このようなお悩みはありませんか？
・経済問題（収入がなく生活に困っている。親の年金で生活しているが、将来が不安だ。）
・就労（失業して仕事を探している。障がいがあるために仕事が続けられない。）
・対人関係（離婚や扶養など、家庭や職場など日常生活での悩み、引きこもり）
・病気（医療費、退院後の生活や就労など）

　⑵第２次試験
第１次試験合格者に追って通知します。

４．試験方法
　⑴第１次試験：教養試験、専門試験

①看護師については教養試験を実施し、専門試験
は実施せず、適性検査を実施する。
②介護支援専門員は教養試験のみ実施する。

　⑵第２次試験：作文試験・面接
５．受験手続
　受験申込書（用紙は役場総務グループで直接受
け取るか、村ホームページからダウンロードでき
ます）を総務課に提出してください。
　実施要綱も村ホームページでご覧になれますの
で、提出書類の確認をお願いします。
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｖｉｌｌ．ｓｈｉｎｇｏ．ａｏｍｏｒｉ．ｊｐ　新着情報
６．受験申込書等受付期間
　平成26年９月１日（月）～平成26年９月16日（火）
　受付時間は午前８時30分～午後５時まで
　（土曜日、日曜日、祝日を除く）
郵送による提出の場合は、９月16日（火）必着有効
とします。

※受験申込書等請求・提出・問い合わせ先
　〒039－1801　新郷村大字戸来字風呂前10
　新郷村役場　総務課　総務グループ
　℡　０１７８－７８－２１１１（内線155）まで

新郷村職員を募集します

しょうぼう情報
◆◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆◆

９月９日は「救急の日」

※参加費　無料
※託　児　無料　要申込み
　　　　　（それぞれ先着６名）
　　　　　１歳から就学前まで
申し込み・問い合わせ先　９月５日（金）まで
①と託児は、青森県男女共同参画センター　相談室へ
　（水曜日を除く９時～16時まで）
　TEL 017－732－1022　FAX 017－732－1073
②は、法テラス青森へ　TEL 050－3383－5552

女性弁護士による

①離婚をめぐる法律講座
９月16日（火）10時～12時
会場　八戸ポータブルミュージ
　　　アムはっち　シアター１
講師　法テラス青森　弁護士
対象　女性のみ（先着20名）

②無料法律相談
９月16日（火）
13時～15時

会場　
八戸ポータブルミュ
ージアムはっち
講師　法テラス青森
　　　弁護士
対象　女性のみ
　　　（先着12名）
法テラス青森が定める
「資力基準」以下の方

三戸地方自立相談支援窓口
☎０１７９－３４－２６５８

と　　き　平成26年10月23日（木）午後１時～午後３時　※受付は午後０時30分からとなります。
と こ ろ　八戸プラザホテル　アーバンホール「芙蓉の間」　八戸市柏崎１－６－６　℡ 0178－44－3121
申込方法　事前に管轄のハローワークへお申し込みください。
　　　　　申込期間：事業所の方…９月５日（金）まで　
　　　　　　　　　　求職者の方…９月25日（木）～10月８日（水）まで
※ハローワークで障害者求職登録の対象となる方は次のいずれかに該当する方です。
①身体障害者手帳、愛護手帳、精神障害者保健福祉手帳のいずれかをお持ちの方
②統合失調症、てんかん、そううつ病を罹患されている方
③高次脳機能障害、発達障害をお持ちの方
④難治性疾患克服研究事業対象疾患（特定疾患）を罹患されている方
ハローワーク八戸　　〒031－0071　八戸市沼館４－７－120 　 ℡ 0178－22－8609
ハローワーク十和田　〒034－0082　十和田市西二番町14－12　℡ 0176－23－5361

平成26年度 障害者面接交流会
障害者の面接・採用に向けた　企業・参加者・支援機関との面接＋交流会です！
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親子バス遠足で海に行きまし
た。水の中はひんやりつめたかっ
たけど、砂で遊んだり、お弁当を
食べたりしてとっても楽しかった
です。また行きたいな！！

川代　凜梨花さん（さくら組）
お涼み会でよさこいを踊りまし
た。最初は難しかったけど、たく
さん練習したので、元気に踊るこ
とができました。拍手をいっぱい
もらえて嬉しかったです！！

佐藤　真理乃さん（さくら組）
り り かかわだい ま のりさとう

笑顔で交通安全を呼びかけ！笑顔で交通安全を呼びかけ！

ながつき
September

９月
長 月

長　峯　彩　星ちゃん
Ｈ25・７・18生
（地区）戸来
（パパ）貴弘
（ママ）祥恵
パパとママのねがい

いつも明るく愛嬌たっ
ぷりでいてね。

人の動き
男　1,342人（±０人）
女　1,441人（－１人）
計　2,783人（－１人）
世帯数947世帯（＋２世帯）
（平成26年７月末現在）
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平成26年

サファイア（青石）
̶ 徳望・誠実 ̶誕 生 石

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝祭日の場合は曜日変更あり）

２０１４年９月
行　　事　　等 備　　　考

なが みね あ　か　り

日 曜
新郷温泉館休館日１ 月 住民税第２期・固定資産税第２期納期限
特定健診（～５日）３ 水 不用犬引取日
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日５ 金
第22回青森県民駅伝競争大会（青森市）７ 日
新郷温泉館休館日８ 月
行政相談９ 火
特定健診（～12日）10 水
新郷村敬老会11 木
人権相談12 金 資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日

敬老の日15 月
新郷村ファン感謝デー14 日

特定健診（～19日）17 水
母と子の栄養教室・乳幼児健康相談18 木
粗大ごみ収集日19 金 資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
第396回子ども会親子早起き掃除21 日
新郷温泉館休館日22 月
秋分の日23 火 第49回村民体育大会
特定健診（～26日）24 水
燃えないごみ収集日26 金 狂犬病予防注射・登録
新郷温泉館休館日29 月
国民健康保険税第２期納期限30 火

山村開発センター　相談室  13：00～15：00

美郷館
山村開発センター　相談室

総合福祉センター
みんなで支える
国民年金

日本年金機構

この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。

祭りだよ�村民集合！ 祭りだよ�村民集合！

戸来三嶽神社大祭 戸来三嶽神社大祭
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